
教科 科目名 学年 単位数 必修 選択 

芸術 ｸﾗﾌﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ ３ ２ 選択 

 

 実習費・教材費等 

 年間の教材費   2,500円程度 

 

到達目標 美的造形性と用の機能性を兼ね備えたデザインについて理解を深め、表現と鑑賞の能力を高め

る。 

年間スケジュール 

期
間 

単元・項目名・実施内容など 受講に対してのアドバイスなど 備考 

１
学
期
中
間 

【メタルエンボッシング】 

・アルミシートをこすりだしてネーム 

プレートを作ろう。 

 段ボールで枠飾りを作ろう。 

雑巾 2枚用意。 

工夫と発想とチャレンジ精神で物

を作ることがどんどん楽しくなり

ます。 

作品は、校内外の展

覧会等への出品やホ

ームページで紹介す

ることがあります。 

１
学
期
期
末 

【陶芸】 

・粘土の扱い方・技法を学ぶ。 

・板づくり・紐作りによる手びねり 

 でお皿とマグカップを作ろう。 

用のあるものを作る楽しさ難しさ

を知ろう。 

エプロン用意。 

 

２
学
期
中
間 

【樹脂】 

・２種類の樹脂を使ってコースターを作

ろう。 

漆工の螺鈿の作業工程を垣間見る

細かい作業です。 

樹脂の特性を知ろう。 

 

２
学
期
期
末 

 【広告でリースを作ろう。】 

・広告からクリスマスリースまたは 

しめ飾りを作ろう。 

 

●展覧会鑑賞レポートは 2 学期末までに

提出。 

リースで物足りない人は籠に 

チャレンジ。 

 

学
年
末 

【藍染】 

・Tシャツを絞りの技法で藍染め 

しよう。 

冬は藍染めが一番きれいに発色し

ます。（エプロン用意） 

色が変わっていく一瞬の感動をぜ

ひ体験してください。 

 

 

評価方法と 

評価のポイント 

知識・技能・・・素材や用具、技法の特徴を知って、作品が作れたか 

思考・判断・表現・・・アイデアが練られており、表現に工夫がみられるか 

主体的に学習に取り組む態度・・・出席状況、関心を持ち意欲的に取り組めたか 

 

教科からのアドバイス  

美しいだけでなく用途に適したデザインについて、実習を通じて理解を深めます。項目と実施内容は固定

化せず、年間４～５課題を進度に応じて実施します。 

 


